
０．

　「日本の大学の２外中国語教育」（以下「２外中国語教育」と略す）は日本における中国語
教育において大きな位置を占めている。第２外国語全体を見ても履修生は９０年代から常にトッ
プを走っている。２０００年以後は大学生人口が減ったにもかかわらず，受講生は毎年１５万人以
上で２，中国語学習者の大半を占めている。しかし，残念ながら， ２外中国語教育に関する研
究はまだ少ない３。授業モデルについての研究もやっと近年のことである。しかも，史有為 

（２００８） も荒見泰史 （２００８） も２外中国語のモデルではなくて，中国語主専攻の授業モデルに
ついて論じたものである。
　授業モデルは教学方法とは異なり，具体的な細かい教え方ではなく， １コマの授業デザイ
ンのことである。本論文は郭春貴（２００８）の提案した「会話＋語法語彙＋文化」という２外
中国語授業モデルを検討して，日本の大学の２外中国語の授業の性質と学生のニーズに合っ
ているかどうか，また，実際にそのモデルを教室で行うに当たって，どのような問題点があ
るかについて論じたい。

１．　２外中国語の授業モデルについて考える前に

　授業モデルは一般的に授業における教学の基本形式を指す。広い意味では，カリキュラム
の編成，教材の選択，教学計画などを含むモデルも考えられるが４，本論で述べる２外中国語
の教学モデルは「１コマの授業のデザイン」である。
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第２外国語としての中国語の授業モデル再考察１

郭　　　春　貴
（受付　２００８　年　１０　月　３０　日）

 １ 本論文は郭 ２００８「 」『中国語教育』第６号に基づいて，多
くの先生の貴重なご意見を取り入れて，再考察したものである。

 ２ 山口雪江 (２００４）及び広島修道大学，広島大学２０００年～２００７年の資料によると，約４０％の新入生が
中国語を履修した。文科省のサイト http://www.mext.go.jp によると，２００６年の大学生数は６０３０５４
人，４０％で計算したら，約１５万人になる。

 ３ 日本中国語学会の学会誌『中国語学』の２０００年～２００８年号には中国語教育に関する論文はゼロで，
日本中国語教育学会の学会誌『中国語教育』は創刊号から８号までは中国語教育方法などに関する
論文はあったが， ２外中国語教育の問題に関する論文はゼロである。

 ４ 馬箭飛（２００４）「 」
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　日本における２外中国語の授業モデルについて論じる前に， ２外中国語教育の目的，目標，
対象，環境などについて考えなければならないだろう。

１．１　２外中国語教育の目的

　一体， ２外中国語教育の目的は何だろうか。筆者がランダムで４０の大学の２外中国語履修
サイトを調べたところでは，６０％が「中国語の基礎知識を学ぶ」で，４０％が「中国語の学習
を通して中国文化を理解する」と書いてある。つまり，ほとんどの大学の２外中国語教育は
専門的に中国語を学ぶのではなく，あくまでも，教養教育（大学によっては一般教育とも言
う）の外国語教育の一部であり，目的も「中国語の基礎知識を学ぶ」か「中国語の学習を通
して中国文化を理解する」となっている。

１．２　２外中国語教育の目標

　４０の大学のサイトの調査では，多くの大学は「中国語のローマ字表音法（ピンイン）を習
得する，日常会話ができる語学力をマスターする，基礎構文を習得する」となっており，こ
れは具体的とは言えない５。また，「中国語検定準４級か４級に合格する」という目標を挙げ
た大学もある６。中国語検定試験は１種の資格試験であり，検定協会の掲げているレベル自体
が，「大学で１年学習程度のレベル」（４級）とあり，具体的な目標ではないと思われる。目
標は達成できるような具体的なものではなければならないのではないか。すなわち，中国語
の発音はどの程度まで教えるべきか。どのぐらいの単語を教えるべきか，どのぐらいの文法
ポイントを教えるべきか，というような，より具体的なものであるべきなのではないか。

１．３　２外中国語教育の対象

　２外中国語教育の対象は言うまでもなく，日本の大学に在学し，専攻が中国語ではない学
生である。これらの学生は週１回から２回中国語の授業がある。１クラスの受講生数は多く，
平均約４０人である７。語学授業として適当な人数とは言えない。
　また，近年，学力低下の問題によって，学生のレベルは大学によってかなり異なり，同じ
大学内でもずいぶん異なる。そのため，中国語クラスの学生の学習能力もまちまちで，教え
にくいこともある。一方，最近の学生は英語以外の新しい外国語を学習するにあたって，文
法よりも会話を望んでいる８。２外中国語教育は学生のこのニーズを考えなければならないと
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 ５ 中央大学，立命館大学，東北大学，鹿児島大学など。
 ６ 松山大学，愛媛大学，甲南大学，広島修道大学など。
 ７ 「日本の中国語教育──その現状と課題・２００２」の P.８６
 ８ 鄭麗芸 １９９７「日本大学漢語教学一瞥」『世界漢語教学』第１期，張鉄欧 ２００７「中国語教育初級段

階における課題と教育法」（２００７第５回中国語教育学会全国大会発表論文）
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思われる。

１．４　２外中国語教育の環境

　２外中国語教育の環境は決していいとは言えない。日本の総合大学においては全般的に語
学科目より専門科目，教学より研究のほうが重視され，第２外国語科目が削減される傾向が
強い。これは選択必修から完全に自由選択にする大学が多いということである９。つまり， ２
外中国語教育は大学において，他の第２外国語教育と同じく苦しい立場に追い込まれている。
　もともと選択必修科目としても， １年間で週２回の授業にすぎない。年間で前期後期各３０
コマだが，前後期のそれぞれ１回目のコース説明と最終回の試験を差し引くと，残りは全部
で５６回の８４時間（１コマ９０分）だけである。中には週１回，年間２８コマ，４２時間授業の大学
もある。そのような短い時間で，どの程度中国語を教えるか考えなければならない。
　大学が２外中国語教育を重視しない情況では，専任教師の採用は全く期待できない。調査
によると，日本の大学の中国語教員は非常勤が６４．２％で，専任教員は僅か３５．８％である１０。し
かし，非常勤は専任と異なり，本務校の仕事が忙しいか，生活で忙しいかで， １つの大学で
の授業に全力投球できず，専任教師との協力連携もできない情況が多いので，授業に統一性
が欠けることも避けられない。
　このような環境の中で， ２外中国語教育はどうすればいいのだろうか。

２．　２外中国語の授業モデルにおける目的及び目標

　中国語は外国語としての教学研究の歴史はまだ浅いが，中国国内では経済発展の影響によ
り，徐々に研究も進んできた。５０年代，６０年代は構造言語理論の影響で，文や文章の構造な
どの分析と研究が中心であったが，７０年代，８０年代は構造，意味論，機能の言語理論の影響
で，語彙の分析や文の誤用などの研究に変わった。そして，９０年代に入ると，欧米の外国語
教育の影響を受けて，構造言語学と，コミュニカティブアプローチ，文化の３要素が取り入
れられるようになった１１。
　残念ながら，日本における中国語教育ではこのような教育理論はまだ重視されておらず，
専門にしても， ２外の中国語にしても，新しい教学の研究と実践はまだ少ない１２。しかし， 
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 ９ 朝日新聞 ２００８/０５/２６
１０ 「日本の中国語教育──その現状と課題・２００２」の P.８８．調査した２０校の２外中国語の専任と非常

勤の比率は７２名対１２９名で，専任は３５.８％，非常勤は６４.２％。
１１ 李泉（２００６），崔永華（１９９９），馬箭飛（２００４）
１２ この１０年間，日本における中国語教育に関する論文は，中国語学会の学会誌「中国語学」はゼロで，

中国語教育学会の学会誌「中国語教育」の創刊号は５本の内３本，第２号は９本の内４本，第３号 割
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２外中国語の学習者が毎年１５万人以上という数字は無視できるはずもなく，文科省にしても，
大学側にしても，学生に勉強させる以上， ２外中国語教育をもっと重視しなければならない
のではないか。また，中国語研究者も，中国語教育者もほぼ全員が２外中国語教育に携わっ
ているであろう故，双方で２外中国語教育の研究と改善をしなければならないのではないか。
　いままで２外中国語教育については，個々の教学方法の研究はあるが，全般的な２外中国
語の授業モデルについての研究はまだ少ない１３。しかし，教学の目的と目標を達成するには，
個々の教学方法ではなく，全般的な授業モデルも必要である。そしてモデルは目的と目標に
基づいて作らなければならない。
　以下に本論文が提案したい２外中国語の授業モデルについて論じる。

２．１　２外中国語教育の目的

　日本の大学はいつ，何のために２外中国語教育を設けたのだろうか。大谷泰照（１９９７）に
よると，戦後新制大学では英語以外の外国語教育は第２外国語（ほとんどドイツ語とフラン
ス語）として，教養科目に属して行われていた。昭和２５年当時の大学基準協会の大学基準に
よって「学部・学科にかかわりなく２つ以上の外国語についてそれぞれ８単位以上の授業を
必ず用意しなければならない」と定められた。当時は「外国語は主として原書講読に必要な
専門科目の補助，専門科目の基礎」と位置付けられた１４。
　ところが，８０年代の教養単位縮小に伴って，大学での外国語教育は１カ国語でもよくなり，
第２外国語の履修は徐々に必修から外された。１９９１年の大綱化によって，各大学のカリキュ
ラム編成の自由度が大幅に拡大され，「２つ以上の外国語についてそれぞれ８単位以上の授
業を必ず用意しなければならない」という法的枠組みが撤廃された。第２外国語教育は必修
から自由選択へと変わり，あるいは単位が減少された。また，「外国語は主として原書講読
に必要な専門科目の補助，専門科目の基礎」という目的も「コミュニケーション能力養成」
に変わった１５。
　しかし，週２回程度，しかも大人数クラスの第２外国語教育はまだ教養科目に属しており，
教養の目的が失われていないと思われる。いわば「教養」と「コミュニケーション能力養成」
の２つの目的が含まれていることになる。
　大学の２外中国語教育も他の第２外国語教育の目的と同じく，「コミュニケーション能力養
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は１０本の内６本，第４号は９本の内１本，第５号は６本の内２本，第６号は９本の内３本が中国語
教育に関するものである。

１３ 同注１２
１４ 田中慎也「大学＜外国語教育＞と＜大学外国語＞教育」『産研通信 No５６』２００３−３−３１ P.２３−２５　桜

美林大学産業研究所
１５ 同注１４

喝



郭：第２外国語としての中国語の授業モデル再考察

成と教養」という２つの目的がある訳だが，週２回程度，しかも人数が多いクラスで，どの
ように「コミュニケーション能力養成」をするか教師側は皆悩んでいるのではないか。本論
は１．３，１．４に述べた２外中国語の教育環境と，学生のニーズ，大学教育の目的などを考え，
「中国語の学習を通して，中国の文化を理解する」を目的としたい。

２．２　２外中国語の目標

　教育の目的と異なり，目標は達成したい具体的なことを指す。２外中国語は「教養とコミュ
ニケーション能力養成」という２面性の性格を持つので，具体的な目標を立てにくいことも
理解できる。そのため，１．２で述べたように，多くの大学で２外中国語の具体的な目標が挙
げられていないことも理解できる。しかしながら，そのままでは２外中国語教育は少しも変
わらない，依然として，曖昧な目標で行き当たりばったりの教育になりかねない。本論は１
に述べた教学環境などを検討し， １年間の２外中国語の目標について次のものを提案したい。

２．２．１　大目標：学生に中国語と中国文化に興味を持たせる
　わずか週２回，年間５６コマ８４時間の授業で「教養とコミュニケーション能力養成」という
目的を達成するための一番大切な目標は，授業を通して学生に中国語と中国文化に興味を持
たせることだと思われる。興味があれば，語学に限らず，自分で中国に関することを勉強す
ることもできる。しかも，興味があれば， １年間の課程が終わっても，継続して勉強する可
能性が高いと思われる。
　問題はこの目標も曖昧で，どうやって授業の後に，学生の興味があるかどうかを判断する
かである。確かに，興味という目標を判断するのは難しいかもしれない。けれとも，クラス
の雰囲気，学生の勉強の意欲などで多少なりとも判断できるのではないか。興味があれば，
学生は中国語と中国文化が好きになり，当然楽しく一生懸命に勉強するに違いない。そうな
れば２外中国語の最大目標を達成したと言えるのではないか。

２．２．２　小目標１：中国語の発音基礎をマスターする
　すべての語学は発音が基礎であることは言うまでもない。中国語を習う以上，まず発音の
基礎をマスターしなければならない。特に声調とピンインを聞く，読む，書くことを学生に
身につけさせなければならない。これができれば，学生はいつでも一人でも中国語を学習す
ることができる。極端に言うと， １年間の２外中国語は発音だけ教え，学生がちゃんとマス
ターできたら，すべてがうまくいくとも考えられる。発音がうまくできないと，コミュニケー
ション能力の養成もできないはずである。
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２．２．３　小目標２： ３００の簡単な日常会話をマスターする
　「コミュニケーション能力養成」の目的を考えて，簡単な日常会話力を身につけなければ
ならない。例えば自己紹介，日にち，時間，場所，買い物，電話などの言い方を覚えなけれ
ばならない。そのためには，目標としてマスターすべき日常会話は１年間で３００程度１６ がふさ
わしいと思われる。

２．２．４　小目標３：６００程度の常用語彙をマスターする
　語学の初級段階の目標として発音と日常会話の他に，基本常用単語もできる限り教えたい。
１年間５６コマの短い時間では，あまり欲張れないが，せめて，必要な常用単語を計画的に教
える必要があるだろう。初級の段階では，「コミュニケーション能力」で大切なのは，文法
より単語だとよく言われる。実際，文法が分からなくても，或いは文法が間違っていても，
単語の羅列だけでもコミュニケーションができるという情況がしばしばある。従って， ２外
中国語の小目標はせめて６００程度常用単語を身につけさせたい。この６００という数字は中国語
教育学会の学力基準プロジェクト委員会編『中国語初級段階学習指導ガイドライン』（２００７）
に従ったものである。もちろん大学のレベルによって，多少は増減できるだろう。

２．２．５　小目標４：８０程度の常用文法ポイントをマスターする
　日常会話と単語の応用には，基本文法も必要であり，基本かつ常用の文法ポイントも教え
なければならない。中国語専門の授業ではないので，系統的に形態素，語，文，品詞などの
中国語文法を教える必要はない。初級段階では，学生が応用できる簡単かつ必要な文法ポイ
ントを教えれば十分である。１年間５６コマを考えると，常用文法ポイントは８０程度が適当で
はないかと思う。これも大学のレベルによって，増減は可能だろう。

２．２．６　小目標５：中国文化を少しでも理解させる。
　２外中国語教育は語学だけではなく，「教養」という目的もあるので，中国文化について
簡単に紹介することも必要だと思われる。文化の紹介は教養としての教育だけではなく，語
学に興味を持たせる役割もあるので，授業を通して，少しでも中国文化を理解させるのも，
２外中国語教育の目標として必要であろう。
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１６ １回の授業で５個の日常会話文を覚えさせれば十分だと思われる。週２回，年間６０回の授業で，全
部で約３００個になる。
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３．　２外中国語の授業モデル

　以上の教育環境，目的，目標を考慮して，劉珣（１９９７），李泉（１９９７）が提案した「構造
＋功能＋文化」という３要素を組み合わせたモデルがある。しかし，両氏が提案したモデル
は初級で構造，中級で会話，上級で文化を分けて行うモデルなので，日本の２外中国語教育
には適用できない。日本の２外中国語は１年間で５６コマしかない授業で「教養とコミュニケー
ション能力養成」という目的があるので，授業で同時に会話，文法，文化を教えなければ目
標を達成できない。それゆえ，「コミュニカティブアプローチ言語理論」と「構造言語理論」
に基づいて，郭（２００８）は「会話＋文法語彙＋文化」という３要素を組み合わせたモデルを
提案した。本論では更に簡潔にした「会話＋文法＋文化」という名称のモデルを提案したい。
　以下具体的に「会話＋文法＋文化」というモデルを紹介する。

３．１　会　　　話

　外国語は実用性を重視する授業であり，授業の最大目標は学生にその外国語を身につけさ
せ，実際に応用できるようにさせ，コミュニケーション力を高めることである。２外中国語
は１年間で５６コマという短い時間では，高いコミュニケーション力を養うことはできないが，
学生が少しでも簡単な日常会話を正確に話せるようになったら，中国語に対する興味も湧き，
勉強の意欲も持ち続けると思われる。また，２外中国語の対象の学生はそのほとんどが会話
を勉強したいという希望を持っており，そのニーズにも応えなければならない１７。
　このモデルの重点は会話にあり， １コマ９０分の授業で３０分の会話訓練をする。会話の内容
は簡単かつ実用的で，短く面白いものでなければならない。二人の会話文は全体で４～６の
会話文がベストである。勉強と復習をしやすくするために，会話文に含まれる文法ポイント
はなるべく簡単で実用的なものを入れるべきである。
　授業の基本方法は「たくさん聞き，たくさん読み，たくさん練習する」。３０分間で，なる
べく多く「聞く，話す」を練習する機会を学生に与えることが肝心である。

３．２　文　　　法

　このモデルで文法は授業の中心である会話をサポートしなければならない。すなわち，文
法は系統的な文法ではなく，会話文の中に含まれる簡単かつ実用的な文法である。これを３０
分以内で行い，文法ポイントの学習を通して，会話文以外の応用会話を身につけさせる。学
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生のレベルによって，３０分以内で３～４つ，或いは４～５つのポイントが適当だと思われる。
　とにかく，このモデルの文法部分は文法の知識の伝達よりも，文法の学習を通して，会話
の応用力を育てることがねらいである。文法の説明はなるべく簡単にして，新しい単語を用
い，入れ替え練習などを通して，文の構造と単語を同時に学習させるのである。

３．３　文　　　化

　２外中国語の目的である「中国語の学習を通して，中国の文化を理解する」を考えると，
このモデルでは文化の部分が無視できない。授業の最後で簡単に文化を紹介する。この文化
は普通の教養科目とは異なり，延々と詳しく話すことはない。あくまでも学生の興味を高め
るための，語学授業の補充であるので，２０分以内で簡単に文化を紹介する程度で十分である。
内容は政治経済など硬い話ではなく，学生の関心が持てる軽くて多様なテーマが好ましい。
例えば，中国料理，中国茶，中国のスポーツ，中国の教育，中国の若者文化など。１回の授
業につき１つのテーマで，写真，実物，ビデオなどを学生に見せて，興味を持たせる。

３．４　

　このモデルは会話３０分，文法３０分，文化２０分，計８０分で，残りの１０分は授業の前置きと最
後のまとめに使う。もちろん，時間の調整は自由である。大切なのは， ２外中国語の目的と
目標を達成するために， １コマの授業の中に「会話」「文法」「文化」という３つの要素を取
り入れるということである。
　このモデルで３つに分けるもう一つの大切な狙いは，学生を授業の９０分間退屈させず，教
育効果を高めることである。

４．　「会話＋文法＋文化」というモデルの問題点

　このモデルが２外中国語教育に適しているかどうかは実践の証明が必要だと思われる。筆
者がこの２年間，一部のクラスでこのモデルを実施した結果，確かに効果があると確信した１８。
多くの学生が生き生きと楽しく中国語を勉強して，簡単な会話ができるようになった。１年
間の授業が終わっても中国への短期留学を希望する学生も何人かいた。しかし，このモデル
はまた以下の問題点が残っていることも否定できない。
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１８ 筆者がこのモデルを実施した広島修道大学の３つのクラスは２００６年と２００７年の２年間の授業評価の
アンケートで， ５点満点で平均４.７点，広島大学の１クラスは４点満点で３.８点の評価をいただいた。
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４．１　評価の問題

　このモデルの中心は会話であるが，それに，文法と文化があり，それぞれの評価方法が難
しい。文法は作文テストが考えられるが，文化の評価はどうすればいいか。会話力の評価は
どうすればいいか。現実に４０人以上のクラスで， １コマの９０分のテスト時間内では， ３つの
内容でテストを行うのは難しい。
　実際，筆者は「文化」の評価は割愛せざるを得なかった。もちろん，レポートを書かせる
方法もあると思われる。会話力の試験は筆記試験の間に１人１人別室で２分間の簡単な会話
テストを行うことができる。しかし，そのためには助監督が必要である。さもなければ，筆
記と会話の試験は別々に行わなければならない。それでは教師の負担が重くなるかもしれな
い。

４．２　教師の問題

　このモデルは「会話」「文法」「文化」という３つの内容に一定の繋がりがあり，またそれ
ぞれ教え方を変えなければならない。９０分の授業時間内に会話の訓練，文法ポイントの練習，
文化の紹介を楽しく教えながら１つにまとめなければならないので，かなりの能力が要求さ
れる。また， ３つの内容の準備と訓練が必要なので，教員の負担がかなり重くなるに違いな
い。このモデルを実行するに当たり，大学側の協力と管理がなければ，教師個人の自覚と努
力が必要になる。

４．３　教材の問題

　いかなる授業モデルもそれに適応する教材が必要である。いま日本ではこのモデルに適し
ている教材はまだ少ないので１９，これからはこのモデルに基づいて教材の編集が必要である。
各大学のレベルに合わせて，相応しいテキストの出現を期待する。

５．　ま　　と　　め

　よい授業は目的，目標に相応しいモデルが欠かせない。筆者は長年にわたり日本の大学で
２外中国語を教えてきたが，教育内容，教育の質，教員などの問題が少なくなく，解決を探
りながら，少しずつ研究を始めた。本論文は２外中国語教育の質を高めるためのモデル研究
である。もちろんこの「会話＋文法＋文化」というモデルは２外中国語教育に適する唯一の
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１９ 筆者が調べた５０冊の大学用のテキストはほとんど会話，文法ポイントだけで，文化の紹介がない。
郭春貴・郭久美子編著「やさしく楽しい実用初級中国語」（白帝社）はこのモデルに基づいて作っ
た教材である。
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ものではなく，あくまでも１つの提案である。このモデルに関心を持ち，研究が盛んになる
ことを望んでやまない。
　また， ２外中国語の教員もぜひ授業の目的と目標を考え，このモデルを試行していただけ
たらと願っている。容易ではないはと思うが，学生のために，ぜひ挑戦してほしい。
　一方，このようなモデルを実行するために，文科省，大学側のよりよい教育環境の提供も
不可欠である。学生のニーズを考えて， ２外中国語教育をさらに重視し，予算を作り，非常
勤ではなく，専任教師か契約講師の増員を望む。また，教員が研究と教育を両立できる環境
を作り，教育目的と目標などの教育の質の管理をきちんとしなければならないと思われる。
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